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     砂川の道祖神 

 沼田市の道祖神は、江戸時代中頃からの 

ものが多く、村の入り口や辻に今もその姿 

を多く見かけることができます。 

 道祖神は外部から悪霊や病気が入ること 

を防ぐことや子宝に恵まれる、地域の安全、 

病気の平癒など様々な願いを聞き入れてく 

れるとして、多くの人たちに信仰されてきました。 

 砂川の辻にある道祖神は、天明２年（１７８２）に建立さ

れたもので、「みみだれ様」とよばれ、耳の病気を治してく

れる道祖神として昔は、多くの人が訪れたそうです。 

 砂川には、関ヶ原の戦で敗れた石田三成がこの地に隠れ、

ある時むかえの者が来たので京都に帰っていったという話

や源頼朝の家来だった梶原源太景季が落ちのび、隠れ住んで

いたという話も伝わっています。 

        平川不動の滝 

         平川不動の滝は、落差が約３０㍍あり、

垂直に岩壁を流れ落ち、間近で見上げると

首が痛くなるほどです。 

         水量は決して多くありませんが、霧状の

飛沫は夏の時期には心地よく、冬の氷結し

た滝も見ごたえがあり、四季を通じて楽し

める滝です。 
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改
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が
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Ｎ
Ｎ
の
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査
で
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景
気
回
復
に
「
実
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は
な
い
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が
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％
と
、
国
民
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決
し
て
安
倍
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相
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政
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を
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し
て
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く
、
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持
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の
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構
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の
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に
支
え
ら
れ
て
い
る
に
す
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ま
せ
ん
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 １０月からの消費税増税にともない安倍内閣は、子育て世帯（０歳から

２歳児のいる世帯）と住民税非課税世帯に２万５千円分の商品券を２万円    

で販売する「プレミアム商品券発行事業」の予算が

臨時市議会で可決されました。 

 今回のプレミアム商品券の発行は、消費税の増税

対策の一環でおこなわれますが、所得の低い方々が

２万円で購入できるのかとの疑問の声もあります。 

 そもそも「増税分はお返しする」と言うなら、消

費税の増税をしなければすむことです。 

 園原ダムの点検放流に合わせ１８日、１９日の２日間、

「園原湖堰堤まつり２０１９」が園原ダムで開かれ、多

くの人が放流音や水しぶきを体感しました。 

 １８日には、園原 

ダムがライトアップ 

され、ハウエルバン 

ガーバルブの放流が 

おこなわれ、１９日 

には堰堤で、カレー 

などの販売もおこな 

われました。 

 沼田市消防団のポンプ操法競技会が１９日、沼田公園

グラウンドで開かれ、ポンプ車の部に３チーム、小型ポ

ンプの部に１１チームが参加しました。 

 ポンプ車の部では第１分団第４部が優勝し、小型ポン

プの部では第４分団第５部

が優勝しました。 

              ６月２日の郡市大会に、

沼田市からは、ポンプ車の

部２チーム、小型ポンプの

部４チームが出場します。 

 テラス沼田が７日オープンし、市役所業務や歴史資料館、福祉カフェ、

社会福祉協議会、ＦＭ ＯＺＥなどが業務を開始しました。 

 １階から２階（写真）は吹き抜けとなっていますが、２階の南側（本町

通り側）のには窓がなく、雨や雪が吹き込むことが心配されています。 

 １階は、風が吹き抜ける状態がつづき、 

東側の入り口は屋根のないスロープとな 

っていることから、積雪時は危なくて通 

れないのではといった声もあります。 

 市では、テラス沼田の状況を調べ、改 

善にむけた検討をする予定です。 

 

 


